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令和３年

７月号連携室通信
老年病研究所附属病院だより

１．地域の人々の健康を守るための、
      研究と実践
２．疾病の予防と治療に役立つ看護、
      介護の推進
３．高齢社会における保健・医療・
　　福祉のネットワーク作り

老年病研究所附属病院の理念
１．質の高い安全な医療の提供

２．多職種によるチーム医療の実践

３．職員教育の充実

４．病院経営の安定

５．新型コロナウイルス感染対策の徹底

老年病研究所附属病院の基本方針
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看護職員教育への取り組み

医療をとりまく環境は年々変化に富み、
求められる質も高まっています。患者の高
齢化、ニーズの多様化、国の政策等に看護
職が対応していくには状況に適切に対応で
きる看護能力の開発を、一人ひとりが意識
して取り組んでいかなければなりません。
そのため当院看護部では、平成26年度より
看護職の教育に「クリニカルラダー」を導
入、平成27年度より新人看護職員には「新
人看護職員臨床研修」を導入しました。ま
た、令和２年度には主任・副師長以上に「管
理者ラダー」を導入し、それぞれ段階的な
能力向上を図っています。その中で今回は
新人看護職員と管理者を対象とした教育に
ついて紹介します。

「新人看護職員臨床研修」
「安全で安心な医療を提供するために臨
床実践能力を養い、現場への適応ができる
看護師を育成する。」ことを目的に、看護
技術に関する知識・技術の習得や急性期医
療における看護師の役割を理解することを

目指し、配属前に２カ月間の研修を実施し
ています。看護部や病院の概要説明、20項
目程の看護技術を講義と実技訓練を交え業
務に活かせるよう取り組んでいます。また
各部署をローテーションし、各科の特徴を
理解していきます。新人は部署希望調査後
に面接し、本人の希望を考慮した配属とし
ています。この研修を通し新人からは「配
属前に研修があり不安の軽減に繋がった」
「段階的に体験学習ができ職場への適応が
しやすかった」「ローテーション研修をす
ることで各部署の患者の特徴の違いや術
式、看護ケアの違いを知ることができた」
等の言葉が聞かれ、リアリティショックの
軽減にも繋がっています。

看護部

「看護師長管理研修」

管理者は先見性と広い視野をもち現状を
多面的に分析する能力と、組織目標の立案
や達成に向けた方策の決定、推進する能力
が求められます。また経営的、倫理的視点
をもち、自らの課題を見出し解決する能力、
マネジメント力の強化を図ることが重要で
す。そこで管理者について研修計画を立て、
令和元年度と２年度は師長を対象に研修を
実施しました。研修は外部コンサルタント
と看護部で関わりました。
令和元年度は師長の行動変化の支援とし

て講義と年４回の進捗管理面談を実施し、
組織調査に基づき現状を分析、目指したい
職場の構想、職場運営の具体的取り組み、
師長としてどう動きたいのか等を話し合い
ました。
令和２年度は師長としての課題を振り返

りながら、各師長が「個別改善課題」を掲
げ取り組みを実施しました。
課題について年７回の面談を通し研修を

重ね、２月に院長出席のもと発表会を開催
しました。師長は研修を通しスタッフ育成
の関わり方、経営的視点を踏まえた部署運
営の重要性、根拠をもったデータの作成方
法等を学び、師長としての責任・管理的視
点を再認識していました。質疑応答では院
長からも多くの示唆をいただき、励みとな
りました。
令和３年度は副師長、主任に焦点を当て

た管理研修を実施しています。
今後も部署運営が円滑に回るよう管理者

のコンピテンシー（高い業績・成果につな
がる行動特性）にも焦点を当て評価に活か
すことで、看護部の強化に繋げていきたい
と思っています。

看護部主監　西郷 純子

次ページへ続く

新人看護職員　実技訓練の様子

外来診療表 令和3年6月21日

午前8：30～11：30まで ／ 午後1：30～4：00まで（土曜の受付は11：00まで）
※急患は24時間受付けております
※禁煙外来は初診のみで再診は内科外来で行います受付時間
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福士　宙之
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歯科・口腔外科

腎臓リウマチ内科

リハビリテーション科

睡眠時無呼吸外来

循環器内科(不整脈外来)

循環器内科

第2・第4土曜日休診
※歯科口腔外科は第２・第４土曜も診察しています
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お問い合わせ、相談窓口のご案内

急患のご相談、再診予約の変更・キャンセル
➡医事課（北棟１階）
☎027－253－3311

初診の患者さまの診察予約
➡地域医療福祉連携室（西棟１階）
☎027－253－4108（直通）

医療機関さまへ
退院後の生活、身体障害者手帳、障害年金、
介護保険、医療費などの医療福祉相談
➡地域医療福祉連携室・相談室（西棟１階）
☎027－253－4108（直通）

人間ドックのお問い合わせ、ご予約
➡ドックセンター（新館２階）
☎027－253－5174（直通）

さわやか健診のお問い合わせ
➡医事課（北棟１階）
☎027－253－3311

介護保険の利用に関するご相談
➡ケアプランセンター老研（病院南隣り）
☎027－253－3398（直通）

訪問看護についてのご相談
➡訪問看護ステーションひまわり（新館１階）
☎027－252－3305

患者さまへ

認知症に関してのご相談と鑑別診断について
➡認知症疾患医療センター（西棟１階）
☎027－252－7811（直通）

老人保健施設への入所、通所について
➡群馬老人保健センター陽光苑（西棟２、３、４階）
☎027－253－3310（直通）

グループホームへの入所について
➡グループホームひまわり（病院南隣り）
☎027－253－3322

医療機関さま、患者さまへ

お知らせ

来院の際はマスクの着用と手指消毒をお願いします。

新型コロナウイルス感染症の感染予防のため、入院患者さまとの面会を
禁止しております。皆さまのご理解とご協力をお願いします。
以下のような場合、受付にお声をかけてください。
・入院患者さまが重症、急変、危篤状態で面会をする
・ケアマネジャー、他施設職員、医療業者等が患者状態確認の必要がある
・医師より病状説明、治療方針の説明がある
・洗濯物、オムツの受け渡しを行う（病棟エレベーター前で対応）
・転棟時の書類記載等の手続きを行う
・退院時の退院手続きを行う

入院患者さまの面会禁止について

受診する際のお願い
発熱、せき・息切れ、倦怠感、味覚障害などの症状がある方は、
必ず事前に電話連絡をお願いします。
☎027－253－3311（代表）

花　名：インドハマユウ　
花言葉：あなたを信じます
撮影者：松原信子様

看護師長研修　発表会の様子

LINE 公式アカウント

スマートフォンなどで利用できるアプリケーション「LINE」を

利用して、各種ご案内やお知らせなどを直接お届けします。

ぜひ「友達追加」をお願いします。

QR

ID @577bkixz
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「段階的に体験学習ができ職場への適応が
しやすかった」「ローテーション研修をす
ることで各部署の患者の特徴の違いや術
式、看護ケアの違いを知ることができた」
等の言葉が聞かれ、リアリティショックの
軽減にも繋がっています。

「看護師長管理研修」

管理者は先見性と広い視野をもち現状を
多面的に分析する能力と、組織目標の立案
や達成に向けた方策の決定、推進する能力
が求められます。また経営的、倫理的視点
をもち、自らの課題を見出し解決する能力、
マネジメント力の強化を図ることが重要で
す。そこで管理者について研修計画を立て、
令和元年度と２年度は師長を対象に研修を
実施しました。研修は外部コンサルタント
と看護部で関わりました。
令和元年度は師長の行動変化の支援とし

て講義と年４回の進捗管理面談を実施し、
組織調査に基づき現状を分析、目指したい
職場の構想、職場運営の具体的取り組み、
師長としてどう動きたいのか等を話し合い
ました。
令和２年度は師長としての課題を振り返

りながら、各師長が「個別改善課題」を掲
げ取り組みを実施しました。
課題について年７回の面談を通し研修を

重ね、２月に院長出席のもと発表会を開催
しました。師長は研修を通しスタッフ育成
の関わり方、経営的視点を踏まえた部署運
営の重要性、根拠をもったデータの作成方
法等を学び、師長としての責任・管理的視
点を再認識していました。質疑応答では院
長からも多くの示唆をいただき、励みとな
りました。
令和３年度は副師長、主任に焦点を当て

た管理研修を実施しています。
今後も部署運営が円滑に回るよう管理者

のコンピテンシー（高い業績・成果につな
がる行動特性）にも焦点を当て評価に活か
すことで、看護部の強化に繋げていきたい
と思っています。

看護部主監　西郷 純子
お問い合わせ、相談窓口のご案内

急患のご相談、再診予約の変更・キャンセル
➡医事課（北棟１階）
☎027－253－3311

初診の患者さまの診察予約
➡地域医療福祉連携室（西棟１階）
☎027－253－4108（直通）

医療機関さまへ
退院後の生活、身体障害者手帳、障害年金、
介護保険、医療費などの医療福祉相談
➡地域医療福祉連携室・相談室（西棟１階）
☎027－253－4108（直通）

人間ドックのお問い合わせ、ご予約
➡ドックセンター（新館２階）
☎027－253－5174（直通）

さわやか健診のお問い合わせ
➡医事課（北棟１階）
☎027－253－3311

介護保険の利用に関するご相談
➡ケアプランセンター老研（病院南隣り）
☎027－253－3398（直通）

訪問看護についてのご相談
➡訪問看護ステーションひまわり（新館１階）
☎027－252－3305

患者さまへ

認知症に関してのご相談と鑑別診断について
➡認知症疾患医療センター（西棟１階）
☎027－252－7811（直通）

老人保健施設への入所、通所について
➡群馬老人保健センター陽光苑（西棟２、３、４階）
☎027－253－3310（直通）

グループホームへの入所について
➡グループホームひまわり（病院南隣り）
☎027－253－3322

医療機関さま、患者さまへ

お知らせ

来院の際はマスクの着用と手指消毒をお願いします。

新型コロナウイルス感染症の感染予防のため、入院患者さまとの面会を
禁止しております。皆さまのご理解とご協力をお願いします。
以下のような場合、受付にお声をかけてください。
・入院患者さまが重症、急変、危篤状態で面会をする
・ケアマネジャー、他施設職員、医療業者等が患者状態確認の必要がある
・医師より病状説明、治療方針の説明がある
・洗濯物、オムツの受け渡しを行う（病棟エレベーター前で対応）
・転棟時の書類記載等の手続きを行う
・退院時の退院手続きを行う

入院患者さまの面会禁止について

受診する際のお願い
発熱、せき・息切れ、倦怠感、味覚障害などの症状がある方は、
必ず事前に電話連絡をお願いします。
☎027－253－3311（代表）

花　名：インドハマユウ　
花言葉：あなたを信じます
撮影者：松原信子様

看護師長研修　発表会の様子

LINE 公式アカウント

スマートフォンなどで利用できるアプリケーション「LINE」を

利用して、各種ご案内やお知らせなどを直接お届けします。

ぜひ「友達追加」をお願いします。

QR

ID @577bkixz
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７月号連携室通信
老年病研究所附属病院だより

１．地域の人々の健康を守るための、
      研究と実践
２．疾病の予防と治療に役立つ看護、
      介護の推進
３．高齢社会における保健・医療・
　　福祉のネットワーク作り

老年病研究所附属病院の理念
１．質の高い安全な医療の提供

２．多職種によるチーム医療の実践

３．職員教育の充実

４．病院経営の安定

５．新型コロナウイルス感染対策の徹底

老年病研究所附属病院の基本方針

発行 ： 公益財団法人 老年病研究所附属病院　ISO9001　認証取得　　日本医療機能評価機構認定病院

http://www.ronenbyo.or.jp/

公益財団法人 老年病研究所附属病院
〒３７１－０８４７  群馬県前橋市大友町３－２６－８　TEL ０２７－２５３－３３１１（代表）　FAX ０２７－２５２－７５７５（代表）

Ｅ－ｍａｉｌ：info@ronenbyo.or.jp　ホームページアドレス http : //www.ronenbyo.or.jp/

地域医療福祉連携室・相談室
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看護職員教育への取り組み

医療をとりまく環境は年々変化に富み、
求められる質も高まっています。患者の高
齢化、ニーズの多様化、国の政策等に看護
職が対応していくには状況に適切に対応で
きる看護能力の開発を、一人ひとりが意識
して取り組んでいかなければなりません。
そのため当院看護部では、平成26年度より
看護職の教育に「クリニカルラダー」を導
入、平成27年度より新人看護職員には「新
人看護職員臨床研修」を導入しました。ま
た、令和２年度には主任・副師長以上に「管
理者ラダー」を導入し、それぞれ段階的な
能力向上を図っています。その中で今回は
新人看護職員と管理者を対象とした教育に
ついて紹介します。

「新人看護職員臨床研修」
「安全で安心な医療を提供するために臨
床実践能力を養い、現場への適応ができる
看護師を育成する。」ことを目的に、看護
技術に関する知識・技術の習得や急性期医
療における看護師の役割を理解することを

目指し、配属前に２カ月間の研修を実施し
ています。看護部や病院の概要説明、20項
目程の看護技術を講義と実技訓練を交え業
務に活かせるよう取り組んでいます。また
各部署をローテーションし、各科の特徴を
理解していきます。新人は部署希望調査後
に面接し、本人の希望を考慮した配属とし
ています。この研修を通し新人からは「配
属前に研修があり不安の軽減に繋がった」
「段階的に体験学習ができ職場への適応が
しやすかった」「ローテーション研修をす
ることで各部署の患者の特徴の違いや術
式、看護ケアの違いを知ることができた」
等の言葉が聞かれ、リアリティショックの
軽減にも繋がっています。

看護部

「看護師長管理研修」

管理者は先見性と広い視野をもち現状を
多面的に分析する能力と、組織目標の立案
や達成に向けた方策の決定、推進する能力
が求められます。また経営的、倫理的視点
をもち、自らの課題を見出し解決する能力、
マネジメント力の強化を図ることが重要で
す。そこで管理者について研修計画を立て、
令和元年度と２年度は師長を対象に研修を
実施しました。研修は外部コンサルタント
と看護部で関わりました。
令和元年度は師長の行動変化の支援とし

て講義と年４回の進捗管理面談を実施し、
組織調査に基づき現状を分析、目指したい
職場の構想、職場運営の具体的取り組み、
師長としてどう動きたいのか等を話し合い
ました。
令和２年度は師長としての課題を振り返

りながら、各師長が「個別改善課題」を掲
げ取り組みを実施しました。
課題について年７回の面談を通し研修を

重ね、２月に院長出席のもと発表会を開催
しました。師長は研修を通しスタッフ育成
の関わり方、経営的視点を踏まえた部署運
営の重要性、根拠をもったデータの作成方
法等を学び、師長としての責任・管理的視
点を再認識していました。質疑応答では院
長からも多くの示唆をいただき、励みとな
りました。
令和３年度は副師長、主任に焦点を当て

た管理研修を実施しています。
今後も部署運営が円滑に回るよう管理者

のコンピテンシー（高い業績・成果につな
がる行動特性）にも焦点を当て評価に活か
すことで、看護部の強化に繋げていきたい
と思っています。

看護部主監　西郷 純子

次ページへ続く

新人看護職員　実技訓練の様子

外来診療表 令和3年6月21日

午前8：30～11：30まで ／ 午後1：30～4：00まで（土曜の受付は11：00まで）
※急患は24時間受付けております
※禁煙外来は初診のみで再診は内科外来で行います受付時間

高玉　真光
合田　史

岡本　幸市
東海林　幹夫
菅原　隆

岩﨑　理

1診：内藤　功
2診：岩井　丈幸

高玉　真光
合田　史
小池　陽子（9：00～）

小池　陽子（14：00まで）

山内　洋子（15：30まで）

岩井　丈幸（15：00まで）岩井　丈幸（15：00まで）

山口　晴保（完全予約制）

池田　将樹（15：30まで）

勝山　彰（完全予約制） 勝山　彰（完全予約制） 勝山　彰（完全予約制）

高玉　真光
勝山　彰

高玉　真光
勝山　彰
直田　匡彦

高玉　真光
勝山　彰

岡本　幸市
池田　将樹

岡　大典（第1,5）
岩﨑　理（第3）

高玉　真光（10：30まで）
勝山　彰
合田　史
笠原　礼光（第1）
（9:00～10：30まで）

岡本　幸市
東海林　幹夫
甘利　雅邦

岡本　幸市
東海林　幹夫
甘利　雅邦

岡本　幸市
瓦林　毅
橋本　健太朗

甘利　雅邦（完全予約制
14:00まで）

菅原　隆
橋本　健太朗

岡　大典

天野　晶夫

高玉　真

天野　晶夫 天野　晶夫 天野　晶夫 天野　晶夫

田村　峻太郎　

1診：内藤　功
2診：高玉　真

1診：内藤　功
2診：岩井　丈幸

1診：宮本　直子
2診：内藤　功

1診：高玉　真
2診：宮本　直子

佐藤　圭司
加藤　良衛

島田　晴彦
栁橋　淳子（9：30まで）

館野　勝彦
栁橋　淳子

佐藤　圭司
館野　勝彦

佐藤　圭司（10：30まで）
加藤　良衛

館野　勝彦
島田　晴彦

高玉　篤
遠藤　朝美

佐藤　圭司（第1）
島田　晴彦（第1、5）
館野　勝彦（第3、5）
加藤　良衛（第3）

加藤　良衛
栁橋　淳子

矢嶋　久徳 一ノ瀬　義雄

森本　奈緒子 森本　奈緒子 森本　奈緒子

古川　和美

神宮　俊哉

森本　奈緒子

高玉　篤 高玉　篤 高玉　篤 高玉　篤

高玉　篤 高玉　篤（隔週）

乾　正幸（胃）山田　拓郎（第２、４）（胃）

山口　彩（第２、４）
（完全予約制9：00～11：30）

乾　正幸（大腸）

群大非常勤（第1）
今井　陽一（第3）

高玉　篤

高玉　篤

島田　晴彦栁橋　淳子

矢嶋　久徳

中村　哲也 中村　哲也

中村　保子 中村　保子

中村　保子

佐藤　美恵増田　裕一 増田　裕一（10：30まで）

福士　宙之
戸谷　麻衣子

福士　宙之
戸谷　麻衣子

福士　宙之

福士　宙之
戸谷　麻衣子

福士　宙之
戸谷　麻衣子
伊達　佑生
福士　宙之
戸谷　麻衣子
伊達　佑生

茂木　健司（第3）
福士　宙之
戸谷　麻衣子

福士　宙之
戸谷　麻衣子

福士　宙之（第1、3、5）
戸谷　麻衣子（第２、４）

福士　宙之
戸谷　麻衣子

時間帯診療科目
曜日 月 火 水 木 金 土

内科

禁煙外来

脳神経内科

物忘れ外来(神経内科)

脳神経外科

整形外科

眼科

皮膚科

泌尿器外来

漢方外来（内科）

高血圧外来

糖尿病外来

内視鏡

麻酔科

午前

午前

午前

午前

午後

午後

午後

午後

午前

午前

午前

午後

午前

午前

午後

午前

午前

午前

午前

午前

午前

午前

午前

午後

午後

午後

午後

午後

午後

歯科・口腔外科

腎臓リウマチ内科

リハビリテーション科

睡眠時無呼吸外来

循環器内科(不整脈外来)

循環器内科

第2・第4土曜日休診
※歯科口腔外科は第２・第４土曜も診察しています


